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きる. 従来の方式では, 1次元DCT領域に透かし情報を埋め込んでいたが, 本論
文では2次元DCT領域に対して透かし情報を埋め込む方式を二種類提案する. 2次
元DCT領域に透かし情報を埋め込むことで, JPEG圧縮に対する耐性が強くなると
考えられる. 今回は, 有歪み圧縮(JPEG, JPEG2000), 白色雑音の付加, クリッ
ピングの攻撃に対する耐性を調査する. 





来方式よりも, 同じ混合率でも誤り数がおよそ20少なくなった. さらに, JPEG
圧縮前に同じSNRになるよう従来方式(a=0.08)と提案方式のPICKUP方式(a=0.15)
で混合率を変えて比較してみると, 誤り数がおよそ50もPICKUP方式の方が少な
くなっていた.この結果, 提案方式のPICKUP方式は他の攻撃に対する耐性は維持
しつつ, JPEG圧縮に対する耐性は向上したことが示された. 
